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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
平成３０年度事業報告書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目３番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下１階地上６階建の、地上５階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 ２，５６４㎡ 

開 館 日 平成２年８月４日 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町５番地１ 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和５８年１月２２日 

指 定 期 間 平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まで 

１ 基本方針 

（１）基本的な方針

◆地域文化創造をリードする ”Advanced Center” へ

横浜市の区民文化センター第一号施設として、当事業体が管理運営する文化施設の手本として、

これまで以上に地域に根付き、市民一体となった活動を中心として取り組んだ。他の文化施設に先

立って、市民参加や地域活性を促し、次代に向けた子どもや若者たちの育成を行い、さらには区内

の他文化施設との協力で、施設従事者のレベルアップも牽引し、市民文化のレベル向上に寄与でき

る区文のリーダー的な位置づけを目指した。地域文化の牽引役となることで、地域の自漫、地域へ

の愛着を増幅させられる施設とした。 

＜”Advanced Center”  実現のための３つのミッション＞ 

① 幅広い市民からの共感獲得

多くの市民へ良質な文化芸術の提供と、アウトリーチによる社会的包摂のさらなる推進に努

めた。

② 若年層の利用拡大

新規利用者を開拓し、世代にあったアプローチの積極的実施に努めた。

③ 地域・他施設との積極的な連携

連携事業による施設・地域が一体となった活性化と相互レベル向上に向けた取り組みを積極的

に実施した。
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（２）平成３０年度の位置づけ 

１.事業の方針 

平成２９年度は、前年度より新たに事業化として取り組んできたイベントが定着化し、安定した施

設運営を行うことが出来た。平成３０年度には、それらのイベントを更に安定化させるとともに、

開館３０周年記念事業に向けて、本格的にスタートする年とする。 

そのための第一ステージとして、当館のおかれた現状をより一層把握するために、当館利用者及び

近隣施設等の協力を得ながら市場調査を実施する。現利用者の隠れたニーズや、将来的に利用者に

なりうる人々の声を吸い上げ、平成３０年度、３１年度とステップアップしていく。平成２９年度

より、すでに子育て中の方を中心にアンケート調査を開始しているが、引き続き調査対象を拡大し

ていき、地域との絆づくりや、地域住民に開かれた施設づくりなどの観点から、地域住民参加型の

施設づくりをしていく。 

 

①  交流創造型事業の進化展開 

当事業体の大きな成果のひとつに、ワークショップなどの交流創造事業がある。市民の文化活動の

きっかけづくりとして始まり、その後持続的な活動に発展させている市民が続出している。さらに

は参加者同士の交流でコミュニティー活性化にも繋がっている。また、ワークショップ終了後は、

発表の場にホールを利用する、ボランティアとして施設運営に係るといった好循環も見られる。今

後は、そのような好循環を積極的に後押しする仕組みを継続し、「人材育成活用事業」として進化・

定着させていく。 

 演劇ワークショップ修了生 

チケットやプログラム配布を担当する「サポートスタッフ」として 

 絵本の読み聞かせ講座修了生 

定期的に「おはなし会」を主催し、また館外への派遣依頼にも応じる「読み聞かせボランティ

ア」として 

 

② 施設外への積極的な発信 

ワークショップ・オーディション卒業者のアウトリーチでの活用や他施設事業への派遣等を含め、

地域内外の活動や、文化イベント・芸術祭等への参加など、サンハートから積極的に外に向かう活

動に取り組み、サンハートの発信力を強める。 

 既存の派遣先とのさらなるつながりと新規開拓 

区内のコミュニティースペースや障がい者施設、保育園、学校などへ音楽家や読み聞かせボラ

ンティアを積極的に派遣する。既に派遣経験のある施設のみならず、需要のある施設の新規開

拓に引き続き注力する。 

 派遣事業の積極的な PR 

ホームページに専門のページを設け、派遣方法について具体的に発信する。また、地域の様々

な団体との接点を増やし、派遣事業についての糸口を模索する。 

 人材共有の仕組み作り 

絵本の読み聞かせボランティアの派遣について、定期的に受け入れを実施している施設とは

「人材共有」の仕組みを確立し、よりスムーズな運営を実現する。 
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③ 地域・他施設との新しい連携事業 

自治会・商店街等との連携はもちろん、区内の他文化施設や、他区の区民文化センターとも連携を

強めるなど、地域・他施設との連携を旭区民文化センターがリードして、地域の課題の共有やその

解決を目指す。 

 他文化施設・文化団体との連携 

平成２９年度より、横浜市旭区・緑区・都筑区の３か所に拠点を構え、障害者自立支援として

福祉作業所を運営しているカプカプより、作業所で働く方々にイラストを提供してもらい、ワ

ンコインコンサートのチラシを作成している。 

 他区民文化センターとの共催 

類似した公演がある際は、双方連絡を取り合い、公演時にチラシの挟み込みを行っている。 

 

２.運営の方針 

＜顧客満足度の高いサービスの提供＞ 

「施設を利用できる時間」、「情報提供」、「利用相談への対応」、「利用者支援」など、利用者・

来場者の立場に立ったユーザビリティの高い施設運営を行い、顧客満足度を高める。 

＜レベルの高い接遇・接客＞ 

安心と信頼の獲得のために、「職員の接遇・接客」に関する研修を行い、職員一人ひとりの“顔”

が見える施設を目指す。 

＜ニーズの把握の徹底と改善への反映＞ 

利用者・区民の声を収集する機会としてアンケート（共同事業体本社バックアップによる）を

定常的に実施すると共に、利用者懇話会・各種団体との合同連絡会への参加等を通して利用者

と共に課題の抽出や改善に取り組む。 

 

３.管理の方針 

＜二俣川駅北口共同ビル管理組合との一体管理＞ 

構成団体である相鉄企業は二俣川駅北口共同ビルの管理組合事務業務と建物維持管理業務を

併せて受託しているという利点を活かし、更なる効率的な管理を追求しコストパフォーマンス

の高い維持管理を実現する。 

＜施設予防保全の実現＞ 

「今、施設や設備がどのような状態か」を踏まえて「今後施設や設備はどうなっていくか」に

ついて、将来を見据えた予防保全（中長期修繕計画・設備機器更新計画の策定・提案）に取り

組む。 

 

２ 自主事業に関する計画 （事業フレーム等については【別紙１】に記載） 

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは、大きく「鑑賞事業」と「機会提供事業」に２分し、さらにそれぞれを分類して、

合計５つのカテゴリーに分けて計画、実施する。 
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鑑 

賞 

[取組内容] 

●一流の芸術家によ

る個性的な公演事業 

□ トップレベルの

アーティストに

よるサンハート

ならではの個性

的な公演。 

 

□ 大人向けを基本

とし、鑑賞をじっ

くりと楽しんで

もらう、 特別感

のあるコンテン

ツ。 

[達成指標] 

□ アンサンブルオーデ

ィション最優秀賞受

賞組によるクラシッ

クコンサートを開催

する。若手ながら優

れた演奏力・プレゼ

ンテーション力を持

つ演奏家への活躍の

場を提供する。 

 

 

[実施内容] 

□ 育成事業「アンサ

ンブルオーディシ

ョン」での入賞者

や審査員の協力の

もと、「アンサンブ

ルフェスティバ

ル」を開催し、普

及事業となるアウ

トリーチコンサー

トを多数開催し

た。 

[達成状況] 

□ 合計 11 組の応募が

あり、うち最優秀賞

受賞 1組、優秀賞受

賞 3組が入賞。聴衆

賞、アルソ出版社賞

に関しては、優秀賞

受賞組（木管五重

奏）がいずれも受賞

した。 

 

□ 参加者を対象とした

アンケートを引き続

き実施し、寄せられ

た意見を事業に反映

し、満足度８０％以

上を目指す。 

□ 各主催事業にて、

来場者・参加者ア

ンケートを実施し

た。 

 

 

□ アンケート実施状

況 

平均回収率：53% 

平均満足度：91% 

（※平均満足度は、全

体から「回答なし」を

除いた場合） 

□ デビューコンサート

では、昨年度最優秀

賞受賞者を沖縄から

招へいし、館内イベ

ントに留まらず、館

外での地域コンサー

トにも大いに奮励し

ていく。 

□ デビューコンサー

トのみならず、館

外の地域施設にて

アウトリーチコン

サートを実施し

た。 

□ 精神障害者作業所

型の地域活動支援セン

ターである、喫茶「ゆ

いまーる」にてアウト

リーチコンサートを実

施した。 

●普段着の芸術鑑賞 

□ 身近で気軽に芸

術に触れられる

機会を提供。 

 

□ どなたにも楽し

んでもらえるよ

うに低価格で良

質なコンテンツ

を提供する。駅や

商店街など、館外

 

□ 館に足を運ぶ事の

できない方々へ向

けた「アウトリー

チ」事業の充実化を

図る。 

 

 

 

 

 

 

□ 今年度新規開拓し

た施設を含め、演

奏会や読み聞かせ

など、２８回のア

ウトリーチを実施

した。 

 

 

 

 

□ 今年度のアウトリ

ーチは、コンサー

ト系にて４か所、

読み聞かせ系にて

３か所、合計７か

所の新規開拓を行

った。横浜市開催

の読書活動推進ネ

ットワークフォー

ラムに参加したこ
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でも展開。 とで、読み聞かせ

サポーターの活動

が周知された為、

今後の新規開拓が

期待できる。 

□ 館として定着し始

めた「ワンコインコ

ンサート」を引き続

き開催し、子供を含

め、地域の皆さまに

気軽に本格的なク

ラシック音楽を楽

しんでもらえる機

会の提供を行う。 

□ 計２回のワンコイ

ンコンサートを実

施し、リピーター

となるお客様もい

た。 

 

 

□ 今年度は２回とも

ホール開催をし、

８月開催分は合計

３０４名、１２月

開催分は合計２０

６名の来場があっ

た。 

機

会

提

供

事

業 

●サンハートオリジ

ナル 

□ サンハートの育

成・交流創造事業

としてスタート

したワークショ

ップやオーディ

ション型の事業。 

 

□ サンハートの顔

として、館内公演

やアウトリーチ

活動にも積極的

に参加する。 

 

 

□ 人気企画「演劇ワー

クショップ」では、

来年度の区政５０周

年記念公演に向け、

過去２年間の優秀作

品を抜粋し、作品と

演技の更なる向上を

目的としたワークシ

ョップと公演を行

う。 

 

 

□ 講師との打ち合わ

せの結果、参加者

の個性を活かすた

めにオリジナル作

品台本を作成し、

上演した。また、

今年度は語り部コ

ースを設けず、演

劇コースのみの実

施とした。 

 

 

 

 

 

□ 演劇専用の掲示板

に募集告知を行っ

た結果、新規参加

者が７名増加し、

合計３０名の参加

者を募ることが出

来た。また、参加

者による公演告知

も多く、公演時に

は総勢１９０名の

来場者があり、前

年度に比べて７５

名の増加、多くの

方々に催しを広め

ることが出来た。 
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□ 「アンサンブルオー

ディション」入賞者

を「サンハートレジ

デントアーティス

ト」として広く告知

宣伝し、サンハート

から館外への発信力

を高める。 

□ サンハートでの主

催事業の他にも、

アウトリーチの依

頼があった際に、

オーディション入

賞者を積極的に起

用した。また、他

の文化施設に対

し、レジスタント

アーティスト一覧

を配布したこと

で、アーティスト

に対する宣伝も行

うことが出来た。 

□ ワンコインコンサ

ートを含む館内イ

ベントで３組、旭

区内に限らず、横

浜市内外のアウト

リーチには６組の

オーディション過

去入賞者に出演し

てもらい、より活

躍の場を広げるこ

とが出来た。 

●私たちのホール 

□ 市民が企画や運

営に参加するコ

ンテンツ。 

 

 

 

 

 

□ 昨年に引き続き、

「すくすくキッズ

プログラム」への参

加団体（指導者）を

募集し、共に事業を

盛り上げ、さらに、

これからの継続的

な利用へと繋げて

いく。 

 

□ リトミック３回、

工作１回、コンサ

ート１回の計５回

にわたり、多種多

様なプログラムを

開催した。また、

今年度は新規企画

として公募ではな

く、講師に直接依

頼をし、母親向け

のヴォイストレー

ニングプログラム

も実施した。 

 

□ 定期的に乳幼児連

れの企画を開催す

る事によって、サ

ンハートが母親同

士の情報交換の場

となるなど、ネッ

トワークの受け皿

の役割も果たし

た。 

□ 事業参加をきっ

かけとした参加

者同士の出会い

や交流の場の創

出。 

 

□ これまで「区民企

画」の一環として実

施してきた「名画

座」を、独自の企画

として新体制での

運営を行う。 

 

□ 区民企画委員主体

の元、モノクロ邦

画２回、カラー邦

画１回、モノクロ

洋画 1 回の計４回

名画座を開催し

た。 

 

□ 上映後に行なう交

流会の参加率が上

がり、区民企画委

員と意見交換をす

ることで、次回上

映内容の参考にす

ることが出来た。 
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□ 事業終了後も参

加者が活動を継

続できる仕組み

を作る。 

□ 企画参加者として

サンハートに関わ

りを持った方々を

中心に「サポートス

タッフ」としてサン

ハートの運営へ携

わってもらう仕組

みを継続する。 

□ 仕組みを継続する

と共に、サポート

スタッフのスキル

アップ向上を目的

としたマナー研修

を外部講師の元、

開催した。 

□ 接客応対の基礎を

始め、チケットも

ぎりや遅れ客対

応、車いす介助、

トラブル対応等の

実践を含めること

で、今後の活動の

基礎固めを改めて

行うことが出来

た。 

●シーズンイベント

（その他） 

□ 空き施設の有効

活用を目的とし

た企画や季節に

合わせたイベン

トなど、幅広い市

民に向けた多分

野にまたがるコ

ンテンツ。 

 

 

□ ホールの時間貸し

（ピアノ練習）を行

い、施設の有効活用

と収入向上に務め

る。 

 

 

 

 

 

 

□ 毎月２～５日間、

ホールの空きコマ

をピアノ時間貸し

に利用し、有効活

用した。チラシ掲

載内容も再度考案

し、見やすさを重

視したデザインに

更新をした。 

 

 

□ 認識度が高まった

ことで固定客も増

え、今年度は新規

参加組数を８１組

増加させることが

できた。収入も昨

年度より 153,200

円増加となり、収

入向上につなげ

た。 

□ 季節感のある事業、

時代感に合ったコ

ンテンツを提供す

る。 

 

 

 

 

 

□ 夏休み子ども体験

講座として、ハン

ドベル講座と映画

作りワークショッ

プを開催し、ハン

ドベルについては

１７名、映画作り

については２４名

の参加があった。 

□ 映画作りワークシ

ョップに関して

は、制作する楽し

さを体感してもら

うことができた

他、普段関わり合

いの少ない年齢層

であるボランティ

アスタッフとコミ

ュニケーションを

とることで、子供

たちに刺激を与え

ることが出来た。 
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□ 避難訓練コンサー

トを新規企画とし

て立ち上げ、スタッ

フの危機管理能力

向上、災害に遭遇し

た際の心構えをお

客様に知ってもら

うことを目的とし、

館で作成した災害

対策のマニュアル

やガイドラインの

実地検証を行う。 

□ 横浜市消防音楽隊

による演奏、協力

の元、避難訓練コ

ンサートを実施し

た。 

□ 一般客８７名、カ

ルチャースタッフ

１０名、サポート

スタッフ７名、職

員７名が参加し、

有事の際の対応力

を学ぶとともに、

旭消防署の予防課

長からの講評を元

に、危機管理マニ

ュアルを見直すこ

とが出来た。 

□ 新たな収入源とし

て、館内のエレベー

ター横にレンタル

スペースを設置し、

作品展示が可能な

ウェルカムギャラ

リーを開催する。地

域のサークル活動

や、過去２年間のア

ートマーケット参

加者の作品発表の

場を提供していく。 

□ カラーボックスを

加工し、鍵付きの

陳列棚を４台作成

して運用開始し

た。横浜市内外の

公共施設や各種

SNS、アートマーケ

ット過去参加者に

対して告知を行

い、広範囲に新規

事業情報が行き渡

るよう広報に尽力

した。 

□ 地元で活動するア

ーティストをメイ

ンに、１年間で合

計３３台の利用が

あり、アーティス

ト自身の活動告知

の一助を担うこと

が出来た。また、

収入も合計 66,000

円となり、収入向

上に繋がった。 

 

（２）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

[取組内容] 

● 地域内の対象施設へ

ダイレクトアプロー

チを行い、隠れた需

要の掘り起こしに務

める。 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

□ これまで「要請」を

受けてから企画提案

を行う「受注型」だ

ったアウトリーチか

ら、より積極的な「企

画開発型」へと進化

させ、新規アウトリ

ーチ先を増やす。 

 

[実施内容] 

□ アウトリーチを求め

ている企業向けに設

けた HP 専用ページ

をより充実させ、新

規開拓に努めた。ま

た、一目でアウトリ

ーチ先の需要内容が

把握できるよう、ア

ウトリーチ用の応募

用紙を更新した。 

 

[達成状況] 

□ 保育園・幼稚園向け

に資料を配布したこ

とにより、２園の新

規アウトリーチ先を

開拓出来た。また、

アウトリーチ先のグ

ループ会社への企業

間紹介もあり、館の

知名度をあげること

にも繋がった。 
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● 未就学児（特に未就

園児）とその親の活

動の場としての需要

をさらに広げ、地域

コミュニティーの形

成へと繋げる。 

□ 人気企画「すくすく

キッズプログラム」

や「おはなし会」の

実施回数および固定

客を増やし、さらに

参加者同士のつなが

りを広げられるよう

な工夫をする。 

また、すくすくキッ

ズプログラムから派

生した自主事業イベ

ントとして、保護者

向けのヴォイストレ

ーニングを企画し、

昨年度実施したアン

ケートを反映した上

で、子供主体から大

人主体へ参加対象の

ターゲット拡大を図

る。 

□ 今年度は５回の「す

くすくキッズプログ 

ラム」と月１回の「お

はなし会」を開催し、

リピーターの参加者

同士がコミュニケー

ションを取りやすい

雰囲気づくりを行っ

た。 

 

 

 

 

 

□ 新規企画である保護

者向けのすくすくキ

ッズプログラムで

は、母親のみならず、

父親の参加もあり、

羽を伸ばす場、そし

て親同士のコミュニ

ケーションの場とし

ても大いに役立っ

た。またおはなし会

に関しては、平均し

て毎回１５組程の親

子が参加しており、

安定した参加人数を

確保することができ

た。 

 

 

（３）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

●ともに作る：「区民企画

委員」の仕組みを継続

する。 

 

 

 

 

 [達成指標] 

□ これまで継続してき

た事業について、参

加型の要素を加え、

更に区民を巻き込ん

だ企画へと発展させ

る。 

 

[実施内容] 

□ 昨年度の仕組みを

踏襲し、区民がより

運営に参加できる

システムを継続し

た。 

 

 

[達成状況] 

□ 名画座後に行う交

流会の参加率が増

加し、アンケートだ

けでは得ることが

出来ない密な意見

交換をすることが

できた。 

 

  

●ともに進める：「運営サ

ポーター」の仕組みを

継続する。 

 

 

 

 

 

□ 「運営サポートスタ

ッフ」を増員し、ま

たサポートスタッフ

同士の交流や理解向

上に向けた研修を実

施する。 

 

 

□ サポートスタッフ

の増員はなかった

が、業務への理解向

上のための研修と

して、外部講師を招

き実施した。 

 

 

□ 今年度の運営サポ

ートスタッフへの

研修は、外部講師に

よるマナー研修及

び運営スタッフと

しての心得の習得

と、避難訓練コンサ

ートを通して、災害



 - 10 – 

 

 

 

 

 

 

時の対応力を身に

着けることができ

た。 

●ともに育つ：サンハー

ト主催事業から派生し

た取り組みについて、

地域文化に大きく寄与

する活動を「共催事業」

と位置付け、独自の運

営サイクルを確立する

まで積極的に支援す

る。 

□ 共催事業を通じて、

ホールの将来的な利

用者増加に向けた取

り組みを工夫する。 

 

 

 

□ すくすくキッズプ

ログラムやおはな

し会などの共催事

業を定期的に行っ

た。 

 

 

□ 乳幼児を持つ親の

間で、当館の取り組

みが口コミ等で広

がり、事業として定

着させることがで

きた。 

 

 

●ともにつながる：サン

ハートが地域のために

できることを、利用

者・市民・地域・関連

団体等でともに検討

し、地域課題を解決す

るアイデアを事業化す

るプロジェクトを、サ

ンハートが主体となっ

て、地域をリード推進

する。 

□ インターネットリサ

ーチや紙媒体でのア

ンケートを活用し、

地域における幅広い

課題共有と解決策を

模索するため、市場

調査を本格的に開始

する。 

□ 類似したイベント

を開催している文

化施設と情報共有

をしたり、市外のア

ウトリーチイベン

トの見学を行った。 

□ 情報共有をするこ

とで、該当イベント

のニーズをより明

確にすることがで

き、相互の文化施設

で課題解決に向け、

行動することが可

能となった。また、

市外のアウトリー

チに赴くことで、自

館に不足している

部分を再確認する

ことができた。 

 

３ 施設の運営に関する計画 

（１）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

◆利用者サービスのさ

らなる向上に努め利

用者ニーズに合わせ

たサービスを増やす。 

 

 

 

 

 

 

 [達成指標] 

□ 施設利用者の発表会

を後方支援し、直近

のホール・諸室の空

き状況を情報コーナ

ーに発信する等によ

り顧客満足度を向上

させる。 

 

 

 

[実施内容] 

□ 施設利用者の発表等

のポスターやチラシ

を館内に掲示・配架

し、広報支援を行っ

た。 

 

 

 

 

 

[達成状況] 

□ 館内で実施する施

設利用者の広報支

援はもとより、他

館での公演チラシ

も配架協力をする

など、利用者の芸

術活動を積極的に

支援した。空き状

況については電話

対応も含め、利用
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者に対して丁寧な

対応に心がけた。 

◆アンケートやヒアリ

ング等から区民・利用

者のニーズを的確に

把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 各年実施の利用者ア

ンケートや自主事業

等の来館者アンケー

トをはじめ、ヒアリ

ングの随時実施と年

１回利用者懇話会を

開催して、ご意見・

ご要望を的確に把握

してサービス向上に

努める。 

 

 

 

 

 

□ 自主事業実施時の来

場者アンケート及び

利用者懇話会を継続

実施した。また、受

付スタッフによるヒ

アリングを日常的に

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 自主事業開催時の

来場者アンケート

では、事業につい

ての評価および感

想を分析するとと

もに、ニーズを把

握し次年度の事業

計画に反映させる

ことができた。ま

た、利用者懇話会

では、区民企画委

員の方からの素直

なご意見・ご要望

を、今後の活動に

反映するよう取り

組んだ。 

◆サンハート友の会を

継続し、会員へのサー

ビス向上と共に強力

なサポーターとして

の関係作りを図る。 

□ 改めてサンハート友

の会の会員登録を行

い、会員からの声を

次年度の事業へ反映

させる等施設のサポ

ーター的存在として

会の運営を行う。ま

た、会員特典の充実

等を図り、会員数増

を目指す。 

□ 30年度友の会会員

（継続・新規）を募

集した。会員特典に

ついては、二俣川ラ

イフ内飲食店で使用

できる割引やサービ

スを各店舗に協力依

頼した。 

□ 割引特典を提供

し、友の会の会員

数は前年度実績並

みの 90 名となっ

た。 

 

（２）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

◆効率的且つ安定した施

設の開館・運営を行う。 

 

 

 

 

 [達成指標] 

□ 開館日数 345日 

休 館 日  20日 

年末年始 12 月 29

日～1月 3日 

施設点検・消防設備

点検 14日 

 

[実施内容] 

□ 開館日数 345日 

休館日   20日 

年末年始 12 月 29

日～1月 3日 

施設点検・消防設備

点検 14日 

 

[達成状況] 

□ 臨時の休館等もな

く、所期の予定通り

345日の開館を達成

した。また、施設点

検・消防設備点検も

計画に沿って実施

することができた。 
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◆利用者アンケートや 

利用者懇話会からの声

を基に満足度向上・利

用促進を図る。 

 

□ 様々な媒体を活用

し、施設のＰＲを充

実させ稼働率向上に

努める。 

 

 

□ 催し物案内や各種媒

体に加えて、フェイ

スブックやツイッタ

ーなどＳＮＳを使用

した情報発信を実施

した。 

□ ＳＮＳを使用する

ことで、その時の販

売状況等に応じ、タ

イムリーな情報を

発信することがで

きた。 

◆施設利用者へ専門的な

利用方法等効果的なア

ドバイスを行う。 

 

 

 

 

 

 

□ 舞台技術を含め、専

門性をもった職員が

常駐して、利用者か

らの相談・下見・利

用打合せをはじめ、

トラブル等緊急時に

も迅速に対応する。 

 

 

 

□ 舞台技術（音響・照

明）の専門職員が常

駐し、利用者の相談

に丁寧に応えるとと

ともに、利用に際し

てきめ細かなプロデ

ュースを行った。 

 

 

 

□ 舞台技術担当職員

の技術の高さ、真摯

な対応に対してご

利用者からお褒め

の言葉をいただい

たり、来場者アンケ

ートにも音響・照明

などを評価する回

答が少なくなかっ

た。 

◆周辺施設と連携して地

域全体の賑わい作りに

貢献する。 

 

 

 

 

 

 

□ 二俣川ライフ、二俣

川駅周辺商店街、二

俣川駅、並びに相鉄

線全駅との連携事業

を展開していく。 

 

 

 

□ 二俣川駅北口「二俣

川ライフ」と連携し、

「友の会」事業など

を実施、推進した。

また、二俣川駅周辺

の商店会が実施した

「旭区落語・演芸ま

つり」に協力した。 

□ ビル商店会との連

携で「友の会」を推

進し、相互の集客向

上を図ることがで

きた他、地元の商店

会に協力した「落語

まつり」では、演芸

による地域の賑わ

いを演出した。 

◆施設を有効活用し、施

設の魅力作り・活性化

を図る。 

 

◆利用者へ施設のホー

ル・諸室の空き情報を

リアルタイムで広く発

信する。 

□ 予約システムで閲覧

できない、直近１ヶ

月以内のホール・諸

室の空き情報を更新

し、施設内に発信す

る。 

□ 過去に実施した「ロ

ビーコンサート」に、

よりお客様の声を反

映させて始動した

「ワンコインコンサ

ート」では、抽選後

の空き施設を活用し

た。同じく空き施設

を活用した「ホール

でピアノ」やサンハ

ート会議室を使用し

た「美音倶楽部」な

ど、館内スペースを

□ 館内スペースを有

効利用して実施し

た自主事業等はい

ずれも好評を得、年

間を通して多数の

来場者を獲得した。 

 

□ リアルタイムな情

報発信に努めると

ともに、ネットユー

ザーではないご利

用者（特に高齢者）

については電話、窓
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有効に活用した。ま

た、館内に数ヵ月に

わたる各室場の予約

状況を掲出し情報提

供を行った。 

口で丁寧な情報提

供や相談に対応し

た。また新予約シス

テムについては、さ

らに丁寧な対応を

こころがけ、安定し

た運用に努めた。 

 

（３）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

◆地域・区民の文化芸術

情報発信拠点としての

役割を担う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成指標] 

□ 情報コーナーでは、

文化芸術資料とし

て、雑誌・図書・情

報誌を設置するほ

か、類似の他施設情

報の紹介を行うなど

様々な文化芸術情報

を得る事ができるス

ペースとして整備す

る。 

 

[実施内容] 

□ 文化芸術関係の図書

類を情報コーナーに

配架し、情報誌等に

ついては常に最新刊

を閲覧できるよう配

置にも工夫をした。

情報コーナー周辺に

は、横浜市内はもと

より神奈川県内各地

域の公共施設情報な

ども用意した。 

[達成状況] 

□ 情報コーナー（無料

スペース）について

は、施設ご利用者の

みならず、多数の一

般来館者の方 （々月

平均約 1,000人）に

もご利用いただい

た。「催し物案内」

の掲載方法を工夫

したことで、手に取

るお客様も多く、広

告の掲載も行った。

交通広告・地域情報

紙などを有効に活

用し、自主事業の集

客に貢献すること

ができた。 

◆情報の内容により、最

適な媒体・手段により、

効率的な広報・宣伝活

動を実施する。 

□ 毎月の催し物案内発

行、ホームぺージの

リアルタイムな更新

をはじめ、当事業体

ならではの媒体（交

通広告・広報紙等）

を有効に活用しＰＲ

を行う。 

□ 毎月発行の「催し物

案内」では、発表系

施設の催しや自主事

業などの情報を、分

かりやすく掲載する

よう、工夫した。預

りチケットの一覧を

載せ、貸館公演につ

いても、販売促進に

努めた。また、当事

業体ならではの媒体

（交通広告、地域情

報紙等）を適宜活用

し、適切かつ積極的

なＰＲを実施した。 
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（４）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

◆事業企画・施設管

理・舞台技術の経

験・実績豊かな職

員・専門スタッフと、

区民をはじめとした

地域スタッフを配置

し、全ての職員が適

切なコスト感覚、効

率的管理とホスピタ

リティ精神をもった

運営を行う。 

 

 

 

 [達成指標] 

□ 以下の通り人員を配

置し運営する。 

【運営スタッフ】※

２交代、常時２名以

上配置 

館  長 １名 

副館長 １名 

職  員 ５名 

【舞台技術】※利用

状況により２～４名 

職  員 ４名 

【受付スタッフ】 

カルチャースタッフ

１３名（地域採用） 

[実施内容] 

□ 【運営スタッフ】※

２交代、 常時２名以

上配置 館長１名・

副館長１名・職員５

名 【舞台技術】職

員４名※利用状況に

より１～３名【受付

スタッフ】カルチャ

ースタッフ１３名総

勢２４名のスタッフ

が常時５名以上で運

営している。 

 

 

[達成状況] 

□ 運営スタッフ７名、

舞台技術の専門ス

タッフ４名、さらに

横浜市旭区民文化

センターとしての

受付業務に習熟し

たカルチャースタ

ッフ１３名との相

互協力により、円滑

かつ効率的な管理

運営を行った。 

 

 

 

  

◆職員・スタッフの施

設運営スキルアップ

のために研修を実施

する。 

□ 機材研修、個人情報

研修、消防訓練等を

実施し、運営に役立

てる。 

□ 消防・防災訓練、個

人情報保護研修等を

実施した。また、指

定管理者研修、各種

セミナーに参加し

た。 

□ 消防・防災訓練およ

び個人情報保護研

修を実施した。ま

た、指定管理者研修

等に参加すること

で管理運営面での

スキルアップに努

めた。 

 

４ 施設の管理に関する計画 

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮を

する。サンハートは開館から２８年を迎え、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえた

上で、施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努める。 

 

（１）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

◆安全・安心できる施

設の維持 

 

◆定期的な設備点検 

 

 

◆必要に応じた緊急点 

 [達成指標] 

□ 設備等保守管理項目

を遵守し、定期的な

施設点検を実施す

る。 

 

 

□ 老朽化した建築、設

[実施内容] 

□ 施設・設備保守管理

を的確に行うため

に、定期的に施設点

検を実施した。 

 

 

□ 開館後２７年を経て

[達成状況] 

□ 設備保守管理とし

て、施設・設備の定

期点検を実施し、安

全な施設の維持に

努めた。 

 

□ 定期的に施設点検
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検 

 

◆施設設備の予防保全 

備のリスクマネジメ

ント評価を行い、修

繕計画の適正化を図

る。 

 

□ 月１回の定期的な施

設点検の他に、建築

物点検マニュアルに

準拠した点検及び建 

築物定期報告に準拠

した点検を年１回行 

う。 

老朽化した施設・設

備の修繕すべきとこ

ろを緊急度合に応じ

て、音楽ホール調整

室防火シャッターの

補修工事及びカルチ

ャー工房前トイレ洗

面台下部修理を行っ 

た。 

及び建築物点検マ

ニュアルに準拠し

た点検を実施した。

また、施設・設備の

破損・汚損・故障な

どの発生に際して

は迅速に対応した。

なお、緊急性が高く

安全面から、音楽ホ

ール調整室防火シ

ャッターの補修工

事及びカルチャー

工房前トイレ洗面

台下部修理を行っ

た。 

 

 

（２）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

◆安心できる環境の維

持 

 [達成指標] 

□ 清掃項目一覧及び清

掃内容一覧を遵守し、

日常・定期清掃を実施

する。 

 

□ 美観を維持するよう

に取り組む。 

 

□ 環境に配慮し、廃棄物

の発生抑制に努める。 

 

□ 空気環境測定（VOC等

含む）を実施する。 

 

□ 社内による、業務の品

質管理点検を実施し、

特別清掃・日常清掃の

計画を策定する。 

 

□ ヨコハマ３R 夢など

市の施策や事業に協

[実施内容] 

□ 日常清掃、定期清掃

を計画どおり実施し

た。 

 

□ 職員・スタッフ全員

が常に整理整頓を心

がけ、快適に利用で

きるよう努めた。ま

た、照明器具をＬＥ

Ｄに交換し、照度の

改善に努めた。 

 

□ 館内にはごみ箱を設

置せず、ご利用者に

はごみの持ち帰りを

促した。 

 

□ 受付カウンターおよ

び事務室内のごみに

ついて減量化に努め

るとともに、ごみ分

[達成状況] 

□ 各清掃をもれなく

実施し、快適な環

境保持と美観の維

持に努めた。 

 

□ 情報コーナーの各

テーブルに観葉植

物と生花を配置

し、館内を明るく

ソフトな雰囲気に

した。また、照明

器具をＬＥＤに交

換し、明るさを改

善した。 

 

□ ごみ箱の撤去によ

り、ごみの減量化

に対する来館者の

意識を高めると共

に、事務室内のご

み減量に努め、確
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力する。 

 

□ 空気環境測定結果の

報告書を作成する。 

別を徹底した。 

 

□ 館内の空気環境測定

を毎月実施し、報告

書を作成した。 

実な分別廃棄を実

施した。 

 

□ 毎年、サンハート

の中庭にゴーヤ栽

培を実施して、好

評を得たが、今年

度は横浜市のグリ

ーンアップ作戦に

よるゴーヤや花の

植栽が実施され、

水やり等に協力し

た。 

 

□ 空気環境測定、害

虫駆除（防除）水

質検査（レジオネ

ラ菌）などを定期

的に実施し、安心

して利用できる環

境づくりをした。 

 

 

５ その他の計画 

（１）危機管理対策について 

[取組内容] 

◆緊急時の対応 

 

◆利用者の安全・安心

を確保 

 

◆防災管理 

 [達成指標] 

□ 緊急内容別（事故、

犯罪、火災、設備故

障など）に連絡網の

整備を行う。 

 

□ 大規模災害等が発

生した場合は、行政

機関との連絡・協力

を円滑に行えるよ

う訓練等を通じて

体制を整える。 

 

□ 平成２４年度に作

成した「帰宅困難者

[実施内容] 

□ 緊急時連絡網を整

備・作成し、旭区に

提出した。 

 

□ ９月の休館日に、全

ての避難口と防災

設備の確認と帰宅

困難者を受け入れ

る場合の実技訓練

と備蓄品の確認を

行った。 

 

□ 当館職員およびス

タッフは、相鉄線沿

[達成状況] 

□ 帰宅困難者一時滞

在施設として、緊

急時に円滑に機能

するよう、全職

員・スタッフが災

害対策訓練に参加

した。併せて備蓄

品の確認を行っ

た。 

 

□ 受付カルチャース

タッフ１３名と職

員４名は、旭区在

住ないし相鉄線沿
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一時滞在施設」とし

ての運用マニュア

ルに基づき訓練を

実施し、緊急時に備

える。 

 

□ 緊急時の連絡網を

作成するとともに

旭区役所へ提出す

る。 

 

□ 近隣在住職員をあ

らためて確保する。 

 

□ 事故、犯罪及び火災

等を発生させない

為に、職員による定

時巡回を実施する。 

 

□ 消防計画書を作成

する。自衛組織を結

成し、日常の防火・

防災に努める。催事

の際は、避難導線の

確保等の指導を行

う。消防計画書およ

び緊急時対応マニ

ュアルに基づき年 2

回防火・防災訓練を

実施する。 

 

□ 災害時の対処方法

を体験し、防災や安

全について利用者

と一緒に考える事

を目的とした避難

訓練コンサートを

実施する。 

線在住者を中心に

採用し、万が一の際

に迅速な対応がで

きるよう備えた。 

 

□ 防災センター警備

員による定時の巡

回に加え、随時当館

職員・スタッフが館

内を巡回し、異常を

早期発見・早期対処

できるよう努めた。 

 

□ 消防計画書を作成

し、日頃より防火・

防災に努め、安全確

認 の チ ェ ッ ク を

日々行った。また、

催事の際には利用

団体の責任者に対

し、事前に避難誘導

確保についての指

導を行った。 

線在住者で構成さ

れている。 

 

□ 各職員・スタッフ

が適宜館内を巡回

および事務室内モ

ニターにて各室場

内を確認し、安

全・安心の確保に

努めた。 

 

□ 消防計画書を作成

し、年間 2 回の防

災訓練を実施し

た。また、当館が

入居している共同

ビル全体の緊急地

震速報対応および

消防訓練、救命講

習に参加するな

ど、訓練を重ねる

ことにより職員・

スタッフの意識を

高め、緊急時に迅

速・的確な対処が

できるよう備え

た。 

 

（２）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 
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[取組内容] 

◆日報及び月報の作

成・管理（業務記録

の整備） 

 

◆業務計画書及び業

務報告書の作成・管

理（利用者のニーズ

や声を反映した業

務計画の策定） 

 

◆モニタリングの実

施（モニタリングへ

の対応・ 体制の整

備） 

 

◆自己評価の実施（Ｐ

ＤＣＡサイクルの

導入と確実な運用） 

 [達成指標] 

□業務記録の適正な作

成・保管と共に重要な

件に関して随時報告を

行う。 

 

□ＰＤＣＡサイクルの推

進とともに重要な件

に関して随時報告出

来る体制づくりに取

組む。 

 

□業務記録の一元管理に

よるモニタリングへ

の対応・体制を構築す

る。 

 

□利用者アンケートの結

果や利用者の声を、常

に自己評価に反映さ

せながら施設運営に

取組む。 

[実施内容] 

□ 日々の業務内容を業

務管理日誌、業務週

報に記載し、情報の

共有と周知を図っ

た。 

 

□ 月報の形式で月毎の

運営管理報告を作成

し、毎月旭区および

共同事業体への報告

を行った。 

 

□ 「平成３０度事業計

画書」および「平成

２９度業務報告及び

収支決算」を作成し

旭区役所に提出し

た。 

[達成状況] 

□ 業務管理日誌を通

じて日々の業務に

関する職員間の情

報共有の徹底に努

めた。また、受付

スタッフに対して

は常用連絡ノート

およびミーティン

グ議事録の回覧な

どを用いて情報共

有、連絡強化を図

った。モニタリン

グでは運営管理業

務実績の報告及び

業務に関する打合

せを実施し、施

設・旭区との情報

共有、協力体制の

構築を図った。 

 

□ 毎月定期的に運

営・技術職員が参

加する、全体ミー

ティングを実施し

た。職員各々が報

告・確認・提案な

どを行い、施設の

運営管理および自

主事業実施にあた

っての問題を検討

しながら最適な選

択を行った。 

 

６ 収支について 

（１）経費削減の努力について 
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[取組内容] 

◆管理運営コストの

削減に努める。 

 [達成指標] 

□ 無駄な光熱水費の削

減と、業務効率化等

による無駄なコスト

の削減に努める。但

し、利用者の満足を

阻害するようなサー

ビス低下につながる

必要コストの削減は

しない。 

 

□ 軽易な修繕について

は職員自ら行い、修

繕費を有効に活用す

る。 

 

[実施内容] 

□ 館内照明や冷暖房

のこまめなオン・オ

フを行い光熱水費

の削減に努めた。 

 

□ 当館常備の楽器（ド

ラム・シンバルな

ど）の定期的な手入

れや（ハンドベル等

の）軽微な修繕は極

力職員の手で行い

修繕費の経費抑制

に努めた。 

[達成状況] 

□ 光熱水費について

は削減に努めたも

のの東日本大震災

以来電球・電灯の

間引きを行ってい

たが、興行法立ち

入り検査で照度不

足を指摘され、す

べての間引きをや

めたこと等により

水光熱費は、前年

度比 9.6％の増と

なった。 

 

（２）収入向上の努力について 

[取組内容] 

◆収益向上、適正な受

益者負担を設定し、

外部資金獲得に努

める。 

[達成指標] 

□ ホール・諸室の空き

状況をホームページ

にてリアルタイムに

公開し、収益の向上

を図る。 

 

□ 魅力的な事業を実施

し、入場料収入を最

大限に確保する。 

 

□ エレベーター横にウ

ェルカムギャラリー

（レンタルボック

ス）を新設し、その

他収入の確保に努

る。 

[実施内容] 

□ 館内施設の空き状

況については、館内

に掲示した。 

 

□ ホールの空きコマ

を有効利用するた

め好評な「ホールで

ピアノを弾いてみ

ませんか？」という

企画を引き続き実

施した。 

 

□ 継続して実施して

きた「あさひ亭まね

き寄席」や「あさひ

名画座」、「夏休み子

ども講座」、「バレン

タインコンサート」

などは引続き好評

で集客に寄与した。 

 

[達成状況] 

□ 高い施設利用率を

維持するととも

に、ご利用者の利

便に寄与すること

ができた。 

 

□ 普段ホールを利用

しないお客様にも

ホールを活用して

もらっただけでな

く、収入向上に繋

がった。 

 

□ 集客力の高い魅力

的な自主事業を多

数実施したこと

で、自主事業収入

は当初予算を２．

１％上回った。 

 

 催し物案内へ申込
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□ 催し物案内へ広告

掲載情報を掲載し

た。 

みのあった広告を

掲載した。 

 

（３）収支予算 決算書 

項   目 予算額 決算額 増減額 備     考 

収 入  

指定管理料収入 105,743,000 105,743,000 0  

利用料金収入 28,821,000 30,534,290 1,713,290  

事業収入 6,489,000 6,625,229 136,229  

その他収入 1,786,000 1,243,684 -542,316  

収入合計 142,839,000 144,146,203 1,307,203  

 

支 出  

人件費 68,844,000 70,771,730 1,927,730  

事務費 4,367,000 4,471,111 104,111  

事業費 8,604,000 6,864,254 -1,739,746  

管理費 56,412,000 57,246,222 834,222  

公租公課 12,000 5,000 -7,000  

事務経費 4,600,000 4,600,000 0  

支出合計 142,839,000 143,958,317 1,119,317  

収支差額 0 187,886 187,886  

 

【別紙１】 

【自主事業フレーム】 

１．鑑賞事業 一流の芸術家による

事業 

「ジャズライブ」 

「デビューコンサート」 

普段着の芸術鑑賞 「あさひ亭まねき寄席」「ワンコインコンサート」 

「ジャズライブ for ＫＩＤＳ」「アウトリーチ」 

２．機会提供事業 

 

サンハートオリジナ

ル 

「演劇ワークショップ」「レジデントアーティスト」 

「スガダイローソロコンサート」 

「サンハートアンサンブルオーディション」 

私たちのホール 「読み聞かせサポーターによるおはなし会」 

「すくすくキッズプログラム」「美音倶楽部」 

「サンハート運営サポートスタッフ」「区民企画委員」 
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その他シーズンイベ

ント 

「オープンデー」「ホールでピアノを弾いてみません

か？」「夏休み子ども講座」「避難訓練コンサート」 

「ウェルカムギャラリー」 

 

 

 

【自主事業一覧】 

No 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（講座参加

者数） 

1-2 3月 ジャズライブ ホール 人気 No. 1ジャズドラマ

ー大坂昌彦をはじめ、人

気ミュージシャンによ

るこの日限りの特別プ

ログラム。 

一般 3,000 円 

（当日 3,500 円） 

高校生以下 2,000円 

（当日 2,500 円） 

ぺア券 5,000 円 

（前売りのみ） 

243名 

1-3 10月 デビュー 

コンサート 

ホール アンサンブルオーディ

ション最優秀賞受賞組

による、良質なクラシッ

クコンサート。 

一般 1,000 円 

（当日 1,200 円） 

高校生以下 800 円 

（当日 1,000 円） 

123名 

2-1 計 3回 

（4・7・1

月） 

あさひ亭 

まねき寄席 

ホール 著名な真打ちや若手落

語家による公演。1月は

65 回記念公演のため、

若者にも人気の出演者

を起用し、若年層の開拓

に努めた。 

［4 月］［7 月］ 

一般 2,000 円 

（当日 2,200 円） 

中学生以下 1,000円 

（当日 1,200 円） 

ペア券 3,500 円 

（前売りのみ） 

 

［1 月］ 

一般 2,500 円 

（当日 2,700 円） 

中学生以下 1,500円 

（当日 1,700 円） 

ペア券 4,000 円 

（前売りのみ） 

［4月：63

回］ 

125名 

 

［7月：64

回］ 

269名 

 

［1月：65

回］ 

282名 
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2-2 計 4回 

（8・12・

月、1 日 2

回公演） 

ワンコイン 

コンサート 

ホール 

 

若手音楽家によるクラ

シックアンサンブルの

コンサート。1日 2回公

演で、午前の部は乳幼児

も参加可能とし、誰もが

気軽に音楽に触れられ

る機会を提供した。 

各回 500 円 ［8月］ 

午前 153名 

午後 151名 

 

［12月］ 

午前 107名 

午後 99名 

2-3 11月 ジ ャ ズ  for 

KIDS 

ホール 未就学児やその親を対

象とした親子のクリス

マスコンサート。森下滋

トリオにより、大人も子

供も楽しめるジブリの

名曲をジャズで演奏し

た。 

一般 1,500 円 

（当日 1,700 円） 

小学生以下 500 円 

（当日 700 円） 

185名 

2-4

ア 

計 29回 

（学校 4回 

福祉 2回 

その他 23

回） 

アウトリーチ 旭区内 

各所 

小学校や福祉施設等へ、

出前コンサートやワー

クショップを届けた。オ

ーディション受賞者へ

の演奏機会提供の場も

兼ねた。 

無料 延べ 

1300名 

3-1 計 12回 

5・6・7月 

演劇 

ワークショッ

プ 

ホール 

カルチ

ャー工

房 

講師に文学座の松井工、

特別講師に横浜夢座の

五大路子を迎え、演劇を

通じたコミュニケーシ

ョンのスキルアップを

目指したワークショッ

プを開催した。 

一般 24,000 円 

学生 18,000 円 

来場者 

190名 

出演者 

30名 

3-2 9月 ジャズソロコ

ンサート 

ホール ジャズピアニストのス

ガダイローによるソロ

コンサート。 

一般 2,000 円 

（当日 2,500 円） 

高校生以下 1,000円 

（当日 1,500 円） 

ペア券 3,500 円 

（前売りのみ） 

109名 
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3-3 10月 サンハートア

ンサンブルオ

ーディション

／レジデント

アーティスト 

ホール 地域のアマチュア音楽

家や近隣の音大生を対

象に、器楽を中心とした

アンサンブルのオーデ

ィション。入賞者は、主

催事業での出演機会提

供の他、アウトリーチ事

業への参加アーティス

トとして、地域へ積極的

に広報を行った。 

一組 5,000 円 11組 

4-1 通年 

（月 1回） 

読み聞かせサ

ポーターによ

る「おはなし

会」 

ホール 

ロビー 

未就園児とその保護者

を対象とした絵本の読

み聞かせ会。サンハート

の読み聞かせ講座を修

了した「読み聞かせサポ

ーター」が企画運営を担

当した。館外からの依頼

も積極的に引き受け、絵

本の読み聞かせを通じ

た地域貢献を目指した。 

無料 延べ 443名 

4-2 通年 

デ ィ レ ク

ター（月 1

回） 

すくすくキッ

ズ 

プログラム 

ホール 乳幼児を対象に、初めて

音や絵と触れ合う機会

を提供。すくすくキッズ

ディレクターを募集し、

ディレクターとサンハ

ートとの共催の運営と

した。 

一組 500～700 円 延べ 559名 

4-3 通年 

（月 1回） 

美音倶楽部 会議室 

 

サンハート独自の真空

管アンプを使った会員

制のレコード鑑賞会。 

1 時間 100 円 登録会員

13名 

延べ利用

人数 

126名 

4-4 通年 運営サポータ

ー 

ホール   登録 9名 
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4-5 通年 区民企画委員 ホール 

会議室 

区民の目線を通してサ

ンハートならではの企

画をプロデュース。「バ

レンタインコンサート」

と「名画座」の企画運営

を行った。 

［名画座］ 

一般 700 円 

（当日 800 円） 

 

［バレンタイン］ 

一般 2,500 円 

（当日 2,700 円） 

ペア券 4,000 円 

（前売りのみ） 

［5月名画

座］ 

173名 

［9月名画

座］ 

193名 

［11月名

画座］ 

141名 

［2 月バレン

タイン］ 

188名 

5-1 8月 オープンデー 全施設 全館で無料や低価格の

イベント、さらに市民参

加型の催しを行い、普段

サンハートを利用しな

い方や家族連れが気軽

に施設に立ち寄っても

らうきっかけを提供し

た。 

一部有料 延べ約

1,300名 

5-2 通年 ホールでピア

ノを弾いてみ

よう 

ホール 

音楽ホ

ール 

サンハートホールや音

楽ホールのフルコンサ

ートグランドピアノを 1

時間単位で試演できる

企画。 

1 時間 2,000 円 

2 時間 3,800 円 

延べ 585名 

5-3 8月 夏休み子ども

体験講座（ハ

ンドベル／映

画作り） 

ホール 

音楽ホ

ール 

カルチ

ャー工

房 

ミーテ

ィング

ルーム 

夏休みの数日間～1 週

間、サンハートに集まっ

た小中学生で一致団結

し、集大成となる催し物

を開催する。（ハンドベ

ル発表会／ショートム

ービー上映会） 

ハンドベル 

4,500 円 

映画作り 

4,500 円 

ハンドベ

ル 

17名 

映画作り 

24名 
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5-4 5月 避難訓練コン

サート 

ホール コンサート最中に地震

が発生した事を想定し、

避難訓練を目的とした

コンサートを実施した。

旭消防署にも協力をい

ただいた。 

無料 一般 

87名 

カルチャース

タッフ 

10名 

サポートスタ

ッフ 

7名 

職員 

7名 

5-5 

 

通年 ウェルカムギ

ャラリー 

エレベ

ーター

横 

エレベーター横にある

窓際にレンタルスペー

スを設置し、宣伝ツール

としても利用できる自

分だけの小さなギャラ

リーを開いてもらった。 

1 ボックス 

2,000 円 

延べ 33台

利用 

6-1 通年 サンハート友

の会 

 固定顧客層への優遇体

制を整え、顧客満足度向

上を図る。 

年会費 1,200 円 90名 

6-2 通年 備品購入 

郵送費 

 チラシ用のカラーペー

パー購入費や、他館への

チラシ発送代など。 

  

6-3 通年 取材 

打合せ諸経費 

 その他諸経費   

 

※入場見込数について 

基本的には来場者数を記載しているが、ワークショップ型のイベントなど、観客以外にイベント参加者

が見込まれる場合は、参加見込数を括弧内に記入し、一般観客数を入場見込数として表示している。 

※オープンデーについて 

オープンデーの一環として、親子コンサート（ワンコインコンサート）とアートマーケット、おはなし

会を実施した。各事業の経費にはオープンデーの回の分も含めた金額が計上されているため、オープン

デーの経費として、ワンコインコンサートは含めていない。ただし、来場者数については、延べ人数と

するため、双方のカテゴリーにそれぞれ計上している。 



平成 30 年度 利用者懇話会（議事録） 

日 時 ： 平成 31 年 2 月 21 日（木）  19：30～20：30 

場 所 ： ミーティングルーム A 

対 象 者 ： サンハート区民企画委員（4 名） 

出 席 ： 館長以下２名 

館 長  本日は当館の利用者懇話会にご出席いただきありがとうございます。 

  この懇話会は毎年行っており、皆さんのご意見を今後の施設管理・運営に役立たせて

いただくものです。 

ご出席の皆様の忌憚のないご意見・ご要望をお聞かせください。よろしくお願いいたし

ます。 

１．告知について 

 イベント告知のルートがない。サンハート催し物が一目瞭然で分かるものが必要。区民文化

センターであるのに、公共の場のイベント告知スペースが小さい。現在はライフ 2F エレベー

ター横の花屋の前の掲示板スペースである。もっと分かりやすい場所に設置してほしい。

 利用客に年配の方が多い。色々な世代が利用出来る場所としての認知度が低い気がする。

 町内会との繋がりはないか？宣伝協力をしてもらうべきである。

 自治会の回覧板利用が気軽に出来ないのはおかしい！あくまでもサンハートは区民文化セ

ンターであり、地域のお客様に手頃な金額で文化芸術を提供している場所である。主催公

演のチラシのみは、認めてもらうべきである。 

 横浜市には“ふれあい伝言板”と“まちの掲示板”がある。現在は撤去が進んでいる。今は町

内会の掲示板の効果がある。サンハート主催事業ものに限り OK にしてもらえないか。

 老人会に主催公演のチラシを配布したら、サンハートで行う催しを初めて知る人が何名かい

た。認知度をもっと広めるべきである。

 横浜市の文化施設、区役所、地域周辺のケアプラザ、地区センターにサンハートのチラシを

毎月発送し、配架しているそうだが、果たして本当に配架してもらえているのだろうか。平済

みチラシで配架されていても意味がない。一度、本当に送って意味のある施設であるか難し

いとは思うが、確認すべきである。



 タウンニュースなどの効果は大きいが、掲載料が高い。プレゼント形式で（5 組 10 名様ご招

待）企画してでも載せてもらうべきではないか。

 郵便局で、2 週間 2,000 円でチラシを置かせてもらえる PR 出来る場がある。利用してみるの

はいかがか。

 ジョイナステラスの中にサンハートの掲示を置けないか。

２.施設について

 サンハートのホールの椅子が固い。ずっと座っているのがつらいと言う声をよくアンケートで

も見かける。

 ホールのスクリーンの位置をもう少し上げてほしい。映画上映会をすると字幕の位置が低く

なってしまう。改修工事の予定があれば、是非考えていただきたい。

 公演中に温度問題（「暑いから空調を下げてほしい、寒すぎるから空調を上げてほしい な

ど」）が必ず起きる。お客様にも分かるように場内の温度（と湿度）が分かる様に設置すれば、

納得する人もいるはず。デジタル時計の大きさくらいに分かる様に見ることが出来るのが理

想。

 お手洗いもっときれいに利用したい。手洗い場を自動にしてほしい。

３.他の施設について

 桜木町ぴおシティ（青少年交流・活動支援ｽﾍﾟｰｽ）は学生が多い。自習スペースがあり、漫

画・ゲームも置いてある。年配者はむしろ少ない。

 中区の施設で 10 年程前に、“デジタルお絵かき WS”を夏休みに行っていた。最新のプログ

ラムを 5 つくらい行っていて、どれも満員だった。

 あざみ野市民ギャラリーでは、アート系の新鮮なプログラムを行っているイメージがある。サ

ンハートでも行えば、今までとは違う年代を呼び込めるのではないか。

４.施設の方針について

 サンハートを地区センターのグレードアップ版としての施設とするのか、文化芸術発信施設

とするのか、立ち位置が分からないので、利用者も固定客になっているのではないか。

 旭区の文化的な中心地になるべき。立ち位置があいまい。知っている人は知っているが、知

らない人は全く知らない。サンハートに行ったことがなくても知っている状態にすべき。



５.自主事業について

 市民活動が出来るプログラムを主催で広げてほしい。

 今後、相鉄線の影響で旭区も発展すると考えられる。若い人がもっと増えるはず。そのター

ゲットを逃さないイベントを行うべき。

 芸能人・著名人・文化人を呼べないか。年に 1～2 回その様なイベントを行わなければ、地

区センターなどとの差別化は難しいと思う。

 過去に假屋崎省吾さんがサンハートでイベントを行った際に、6,500 円チケットが 2～3 時間

で売れた。

 地域の商業施設と連携してタイアップ企画をするのはどうか。公演付きサイン会などくまざわ

書店協力で行う、スタジオアリスの協力を得ては地域のハロウィン（コスプレ）大会をホールで

行う…など。

 辻野 隆三さん（元プロテニス選手）が二俣川の西友の屋上にあるテニスのコーチをしている。

（荻野目洋子の旦那さん、松岡修造が嫉妬した人）著名人のイベントを行ってはいかがか。

 ボクサーの八重樫さんも地域の有名人である。

 実用書で有名になった人（健康、糖尿病気をつける、食事と運動、NHK にでていた）企画の

講演会を開催するのはいかがか。

 50 人くらいで採算が合うような企画を開催してみるのはいかがか。

６.将来性について

 主催だけではく、利用する団体が同じで、新しい団体がなく、毎年同じ公演を行っている気

がする。ワクワク感がない。

 地域で活動している人が固定化されず、活気良く利用してもらえる場所にする。

館 長   貴重なご意見・ご要望をいただきありがとうございました。予算等から直ぐに実施する

ことが困難なこともあろうかと思いますが、本日いただいたご意見・ご要望を踏まえ、館

の運営に当たって参りたいと考えています。本日はありがとうございました。 

以 上 
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（A）
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（D）

差引
（C-D）

説明

105,743,000 105,743,000 105,743,000 0 横浜市より
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